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〔
要
旨
と
溝
成
〕
 
平
安
時
代
に
お
け
る
、
四
段
・
カ
変
・
ナ
変
‥
フ
変
活
用
の
命
令
形
と
、
上
一
段
・
下
一
段
・
上
二
段
・
下
二
 
 

段
・
サ
変
活
用
の
命
令
形
と
は
、
前
著
は
終
助
詞
ヨ
の
添
加
に
つ
い
て
こ
れ
を
任
意
的
と
す
る
に
対
し
て
、
後
者
は
こ
れ
を
義
務
的
 
 

と
す
る
と
い
う
特
異
な
対
立
を
な
す
。
こ
の
よ
う
な
平
安
時
代
の
命
令
形
の
あ
り
か
た
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
消
滅
と
い
う
上
代
 
 

音
韻
体
系
の
変
化
の
結
果
減
少
し
た
形
態
の
示
差
性
を
、
母
音
変
化
方
式
と
語
尾
添
加
方
式
と
の
対
立
の
枠
組
み
の
中
で
部
分
的
に
 
 

回
復
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
 
 

注
（
ェ
）
 
 
 

本
論
文
の
構
成
は
次
の
と
お
り
。
 
 

1
 
活
用
研
究
史
上
に
見
る
内
命
令
形
V
 
 

2
 
平
安
時
代
の
命
令
形
 
 

3
 
上
代
の
命
令
形
 
 

4
 
方
言
形
「
－
ロ
」
 
 

5
 
活
用
起
源
論
と
の
関
連
 
 

6
 
結
論
－
形
態
の
示
差
性
の
観
点
か
ら
 
 
 

1
 
活
用
研
究
史
上
に
見
る
糸
命
令
形
》
 
 

本
節
の
表
題
で
｛
命
令
形
〉
と
（
 
∨
で
括
っ
た
の
は
、
末
節
が
、
命
令
形
そ
の
も
の
の
機
能
や
形
態
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
 
 
 

平
安
時
代
に
お
け
る
「
命
令
形
」
 
の
成
立
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日
本
語
研
究
史
上
に
お
い
て
内
命
令
形
〉
と
い
う
活
用
形
の
概
念
及
び
名
称
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
概
観
す
る
こ
と
を
 
 

目
的
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
内
命
令
形
》
は
、
活
用
形
の
枠
組
み
と
そ
の
呼
び
名
と
し
て
の
命
令
形
で
あ
る
。
 
 
 

伝
統
文
法
の
流
れ
の
中
で
、
《
命
令
形
》
は
、
他
の
五
つ
の
活
用
形
に
比
べ
て
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
活
用
形
で
あ
る
。
 
 

そ
れ
は
活
用
形
と
し
て
全
く
設
け
ら
れ
な
い
か
、
設
け
ら
れ
て
も
他
の
活
用
形
に
比
べ
れ
ば
半
人
前
の
扱
い
し
か
さ
れ
な
い
こ
と
が
 
 

拝
〓
2
）
 
 

多
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
次
に
示
す
山
田
章
雄
（
一
九
〇
八
）
 
の
記
述
に
代
表
き
れ
る
よ
う
な
考
え
方
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

…
厳
密
に
い
へ
ば
、
こ
は
一
活
用
と
な
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
じ
と
信
ず
。
如
何
に
と
い
ふ
に
四
段
の
み
は
巳
然
形
と
同
形
の
者
に
 
 
 

し
て
他
は
未
然
形
と
同
形
な
る
も
の
に
助
詞
「
よ
」
を
添
へ
ざ
れ
ば
、
完
き
命
令
の
形
を
な
さ
ず
。
か
く
の
如
く
な
れ
ば
、
唯
其
 
 
 

の
所
用
の
活
用
の
相
違
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
発
表
方
法
に
も
大
差
あ
り
て
決
し
て
一
様
に
論
ず
べ
か
ら
ず
。
か
つ
又
助
詞
「
よ
」
 
 
 

を
以
て
用
言
変
化
の
内
に
算
入
す
る
説
も
あ
れ
ど
、
こ
は
ま
さ
し
く
助
詞
に
し
て
四
段
の
に
も
附
属
し
う
べ
き
は
明
瞭
な
る
事
実
 
 
 

な
り
。
然
る
を
四
段
以
外
に
附
属
す
る
も
の
は
用
言
活
用
中
の
一
部
に
し
て
四
段
に
は
活
用
外
の
も
の
な
り
と
す
る
は
不
合
理
な
 
 
 

り
と
す
。
こ
の
故
に
余
は
命
令
と
い
ふ
特
別
の
一
変
化
を
認
め
ず
し
て
各
変
化
に
分
属
せ
る
用
法
な
り
と
断
ず
。
 
 

（
『
日
大
文
法
論
』
 
二
六
九
頁
）
 
 

後
の
上
代
音
韻
体
系
の
研
究
の
結
果
、
四
段
活
用
命
令
形
が
巳
然
形
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
と
を
い
わ
 
 

ゆ
る
文
語
文
法
の
世
界
、
平
安
時
代
に
限
る
な
ら
ば
、
右
の
よ
う
な
理
由
及
び
処
置
に
よ
っ
て
〈
命
令
形
∨
は
不
要
で
あ
っ
た
わ
け
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

本
居
春
庭
の
『
詞
の
や
ち
ま
た
』
 
（
一
入
〇
六
）
で
は
内
命
奇
形
》
は
活
用
形
と
し
て
た
て
ら
れ
て
い
な
い
。
富
士
谷
成
幸
の
『
あ
 
 

ゆ
ひ
抄
』
 
（
一
七
七
三
）
装
囲
の
「
日
 
（
め
の
ま
へ
）
」
も
、
命
令
形
と
巳
無
形
 
（
ま
た
は
そ
の
一
部
）
 
と
が
と
も
に
そ
の
枠
組
み
の
 
 

注
（
3
）
 
中
に
所
属
し
、
内
命
奇
形
V
が
特
別
な
一
宿
用
形
と
し
て
た
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

鈴
木
膿
『
括
語
断
続
譜
』
 
（
一
入
〇
T
二
〕
 
で
は
、
そ
の
第
六
等
に
、
 
 

▲
命
（
オ
ホ
）
 
ス
ル
コ
ト
パ
 
 
 

▲
オ
ホ
ス
ル
コ
、
ロ
ノ
剖
ニ
ッ
、
ク
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の
説
明
が
あ
り
、
初
め
て
命
令
形
に
専
用
の
粋
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ヨ
は
全
て
の
場
合
に
テ
ニ
ヲ
ハ
で
あ
り
、
一
段
・
 
 

二
段
・
サ
変
の
活
用
語
尾
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

ヨ
を
活
用
語
尾
に
含
め
て
特
別
の
活
用
形
を
た
て
た
の
は
義
門
で
、
『
友
鏡
』
（
一
入
二
三
）
で
は
五
転
の
活
用
形
の
柵
外
に
「
使
 
 

令
」
 
の
枠
を
設
け
て
い
る
。
更
に
、
『
和
語
説
略
図
』
二
八
三
三
）
で
は
こ
れ
を
「
希
求
（
け
ぐ
）
言
」
と
呼
び
、
『
括
語
指
南
』
（
一
 
 

八
四
一
）
 
で
そ
の
命
名
の
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
以
後
の
や
ち
ま
た
学
派
に
属
す
る
文
法
家
も
、
こ
の
「
使
命
」
 
「
希
求
」
ま
た
 
 

は
 
「
下
知
」
 
の
語
を
使
っ
て
い
る
。
 
 
 

文
法
範
疇
と
し
て
ホ
命
令
）
と
い
う
術
語
を
初
め
て
使
っ
た
の
は
誰
で
あ
る
か
筆
者
（
坪
井
）
 
は
確
言
で
き
な
い
が
、
明
治
七
年
 
 

〓
八
七
四
）
 
の
田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』
、
明
治
九
年
（
一
入
七
六
）
 
の
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
い
ず
れ
も
に
「
命
令
法
」
の
 
 

語
が
見
え
る
。
同
じ
西
洋
文
典
派
で
も
オ
ラ
ン
ダ
文
典
に
基
づ
い
た
鶴
峯
戊
申
の
『
語
学
新
書
』
（
一
入
三
三
）
は
「
使
命
」
の
語
を
 
 

用
い
て
い
る
か
ら
、
れ
命
令
法
》
は
、
明
治
初
期
英
文
典
を
学
ん
だ
文
法
家
た
ち
が
使
い
始
め
た
術
語
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

こ
の
西
洋
文
典
派
の
《
命
令
法
V
の
語
は
、
い
わ
ゆ
る
折
衷
学
派
の
手
に
よ
っ
て
、
や
ち
ま
た
学
派
流
の
伝
統
文
法
学
説
と
結
び
 
 

つ
き
、
実
質
的
に
一
括
用
形
の
名
称
と
な
っ
て
い
っ
た
。
大
槻
せ
彦
の
『
語
法
指
南
』
（
一
八
九
〇
）
 
で
は
、
例
え
ば
「
動
詞
の
語
 
 

尾
変
化
…
法
」
と
題
さ
れ
た
活
用
表
の
中
で
、
第
六
変
化
と
し
て
最
下
段
に
設
け
ら
れ
た
欄
に
活
用
語
尾
ヨ
を
含
む
形
で
各
活
用
の
 
 

型
に
属
す
る
命
令
形
が
並
べ
ら
れ
、
そ
の
珊
外
に
「
命
令
法
（
希
求
）
【
m
p
e
r
a
t
i
く
e
ヨ
D
O
d
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
次
の
よ
う
 
 

な
説
明
が
あ
る
。
 
 
 

…
希
求
吉
ハ
、
旧
園
ニ
ハ
、
略
ケ
ル
ガ
多
シ
、
然
レ
ド
モ
、
其
活
用
ノ
体
ノ
異
ナ
ル
モ
ノ
モ
ア
ル
ガ
上
1
「
素
行
変
格
（
死
ね
）
 
 
 

（
三
六
頁
）
 
 

ノ
如
キ
、
甚
ダ
迷
ヒ
易
キ
モ
ノ
モ
ア
レ
バ
、
今
ハ
、
下
二
一
階
ヲ
加
へ
テ
載
セ
タ
リ
。
 
 

六
段
目
の
活
用
形
と
し
て
命
令
形
を
設
け
、
こ
れ
を
典
命
令
法
∨
と
呼
ぶ
の
は
『
広
日
本
史
典
』
 
（
一
入
九
七
）
 
で
も
同
様
で
あ
る
。
 
 

と
こ
ろ
が
、
後
の
、
同
じ
大
槻
文
彦
の
起
草
に
な
る
国
語
調
査
委
員
全
編
慕
『
口
語
法
』
 
（
一
九
一
六
）
 
で
は
、
活
用
形
は
第
五
活
 
 

用
形
ま
で
と
な
り
、
命
令
形
に
あ
た
る
も
の
は
次
の
よ
う
な
処
理
を
さ
れ
た
。
 
 

笥
司
叫
ガ
 
命
令
を
あ
ら
わ
す
に
わ
、
次
の
よ
う
に
、
動
詞
に
よ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
言
い
方
が
あ
る
。
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（
こ
 
五
段
活
用
の
動
詞
で
わ
、
そ
の
黄
四
活
用
形
そ
の
ま
1
を
用
い
る
。
 
 

割
珊
 
瑚
嘲
 
劉
嘲
 
 
 

（
二
）
上
一
段
活
用
・
下
一
段
活
用
の
動
詞
で
わ
、
そ
の
第
一
活
用
形
に
「
ろ
」
、
又
わ
、
「
よ
」
を
附
け
る
。
 
 

上
一
段
活
用
 
割
引
 
制
日
 
 

下
一
段
活
用
 
酬
捌
 
剥
。
 
 
 

（
三
）
 
力
行
変
格
活
用
の
動
詞
で
わ
、
そ
の
第
一
活
用
形
に
 
「
い
」
を
附
け
る
。
 
 

刹
州
 
 
 

（
四
）
 
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
で
わ
、
そ
の
第
一
活
用
形
に
 
「
よ
」
を
、
第
二
活
用
形
に
「
ろ
」
を
附
け
る
白
 
 

し
 
ろ
。
 
 
 せ
 
粛
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
大
正
初
期
ま
で
内
命
令
形
》
の
存
在
は
不
安
定
で
あ
る
が
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
橋
本
進
吾
に
よ
る
上
 
 

代
特
殊
仮
名
遣
の
研
究
も
あ
り
、
文
法
教
科
書
に
は
次
第
に
｛
命
令
形
）
を
含
ん
だ
六
活
用
形
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
 
 

た
。
山
田
孝
雄
も
『
日
本
文
法
講
義
』
『
日
本
口
語
法
講
義
』
 
（
と
も
に
一
九
二
二
）
 
で
は
《
命
令
形
》
を
立
て
る
よ
う
に
な
る
。
昭
 
 

和
初
期
に
あ
っ
て
六
活
用
形
普
及
に
力
が
あ
っ
た
の
は
、
や
は
り
橋
本
進
吾
の
中
学
校
国
文
法
教
科
書
「
新
文
典
」
 
（
山
九
≡
こ
 
 

「
改
制
新
文
典
」
 
（
一
九
三
八
）
 
で
あ
ろ
う
。
以
後
学
校
文
法
と
し
て
〈
命
令
形
＞
は
、
よ
う
や
く
他
の
五
活
用
形
と
肩
を
並
べ
る
一
 
 

括
用
形
と
し
て
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

2
 
平
安
時
代
の
命
令
形
 
 

前
節
に
、
活
用
形
と
し
て
の
内
命
奇
形
〉
の
、
そ
の
枠
組
み
と
名
称
の
歴
史
を
略
述
し
た
の
は
、
要
す
る
に
、
平
安
時
代
の
命
令
 
 

形
が
、
他
の
五
活
用
形
と
異
な
る
特
殊
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
特
殊
性
と
は
、
①
活
用
 
 

の
型
の
一
方
の
グ
ル
ー
ブ
 
［
四
段
・
力
変
・
ナ
変
‥
フ
変
］
 
は
本
来
の
そ
の
活
用
語
尾
の
婆
に
よ
っ
て
命
令
の
意
を
表
し
得
る
の
に
 
 

対
し
、
②
他
方
の
グ
ル
ー
．
フ
 
［
上
一
段
・
下
一
段
・
上
二
段
・
下
二
段
・
サ
変
］
 
は
、
本
来
助
詞
で
あ
る
∃
を
義
務
的
に
伴
わ
な
け
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れ
ば
命
令
の
意
を
表
し
得
な
い
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
③
ヨ
は
、
［
四
段
・
力
変
・
ナ
変
‥
フ
変
］
 
の
グ
ル
ー
プ
の
命
令
形
に
も
任
 
 

意
的
に
付
き
得
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
 
 
 

こ
の
 
［
四
段
・
カ
変
・
ナ
変
‥
フ
変
］
 
の
グ
ル
ー
プ
ま
た
形
容
詞
カ
リ
活
用
命
令
形
に
ヨ
を
添
え
る
こ
と
が
あ
る
事
実
は
、
義
門
 
 

『
活
語
指
南
』
 
に
も
随
所
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
二
箇
所
を
左
に
例
と
し
て
示
す
っ
 
 

・
あ
し
か
れ
 
は
げ
し
か
れ
ナ
ド
、
れ
モ
ジ
即
希
求
ナ
ル
通
例
ナ
レ
ド
、
又
剥
ヲ
添
フ
ル
コ
ト
モ
時
々
ア
リ
、
カ
ノ
四
段
ノ
括
キ
ノ
 
 
 

州
 
側
 
引
 
用
 
珊
 
瑚
（
原
本
割
牢
＝
コ
レ
ニ
ハ
剥
ヲ
ソ
ヘ
ヌ
コ
ト
ト
ノ
ミ
八
ち
ま
た
ニ
チ
ハ
マ
ヅ
ミ
ュ
レ
ド
）
モ
、
よ
ヲ
 
 
 

添
フ
ル
事
時
々
ア
ル
ト
同
例
也
、
（
初
巻
〓
二
丁
裏
）
 
 

‥
＝
サ
テ
又
源
氏
青
木
二
さ
り
と
も
あ
こ
は
わ
が
子
に
て
を
あ
れ
（
原
木
振
漢
字
：
有
）
か
ト
ア
ル
ナ
ド
ヨ
リ
、
フ
ト
思
へ
バ
剥
文
 
 
 

字
添
テ
希
求
ニ
セ
ル
カ
ラ
ハ
、
れ
ハ
下
二
段
ノ
用
ラ
キ
ト
云
べ
キ
ニ
似
タ
レ
ド
、
然
ラ
ズ
、
第
四
音
ヲ
其
侭
希
求
ト
ス
ル
ガ
マ
ヅ
 
 
 

ノ
定
リ
ナ
ガ
ラ
、
稀
々
ハ
ソ
レ
二
剥
ヲ
添
へ
テ
モ
猶
希
求
ト
ス
ル
コ
ト
モ
ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ザ
ル
也
、
（
初
巻
二
六
丁
裏
⊥
一
七
 
 
 

丁
表
）
 
 
 

右
に
義
門
が
挙
げ
て
い
る
『
源
氏
物
語
』
青
木
巻
の
例
は
、
光
源
氏
が
ま
だ
年
少
の
空
蝉
の
弟
小
君
に
言
っ
て
い
る
言
葉
で
あ
り
、
 
 

［
四
段
・
力
変
・
ナ
変
・
ラ
変
］
 
の
グ
ル
ー
プ
の
命
令
形
に
ヨ
が
付
く
の
は
、
こ
の
例
や
次
に
挙
げ
る
語
例
の
よ
う
に
、
相
手
に
対
 
 

し
て
強
す
ぎ
る
口
調
に
な
ら
ぬ
よ
う
配
慮
し
、
か
つ
念
を
入
れ
て
語
り
か
け
る
よ
う
な
場
合
が
多
い
。
 
 

・
い
ぎ
樹
｛
キ
を
か
し
き
胎
な
ど
多
く
、
雛
遊
び
な
ど
す
る
所
に
。
（
源
氏
物
語
 
若
紫
 
大
系
≡
七
頁
）
［
光
源
氏
か
ら
若
紫
 
 
 

へ
の
言
葉
］
 
 

・
あ
ひ
封
呵
廿
告
い
と
心
憂
く
つ
ら
き
人
の
御
株
見
な
ら
ひ
槍
ふ
な
よ
。
（
源
氏
物
語
 
総
角
 
大
系
四
〇
七
頁
）
［
薫
か
ら
中
君
 
 
 

へ
の
「
吉
葉
］
 
 

・
今
秋
凰
吹
か
む
を
り
ぞ
釆
む
と
す
る
。
待
て
よ
。
（
枕
草
子
 
虫
は
 
大
系
九
二
頁
）
 
［
親
（
鬼
）
 
か
ら
子
（
蓑
虫
）
 
へ
の
吉
葉
］
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
 
［
上
一
段
・
下
一
段
・
上
二
段
・
下
二
段
・
サ
変
］
 
の
グ
ル
ー
．
フ
は
、
∃
が
義
務
的
に
付
随
し
て
お
り
、
発
話
薯
 
 

の
意
図
・
感
情
、
ま
た
文
脈
が
ど
う
あ
れ
、
こ
の
ヨ
を
は
ず
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
義
務
的
に
付
く
∃
に
ど
の
よ
う
な
感
情
価
値
が
 
3
1
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と
も
な
っ
て
い
た
か
、
或
い
は
す
っ
か
り
活
用
語
尾
の
一
部
と
化
し
去
っ
て
、
特
別
な
感
情
価
値
を
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
を
文
 
 

献
資
料
の
上
か
ら
う
か
が
う
の
は
難
し
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
未
来
同
じ
終
助
詞
で
あ
る
ヨ
が
、
或
る
動
詞
群
で
は
任
意
的
 
 

に
加
え
ら
れ
て
通
常
の
命
令
形
に
更
に
別
種
の
意
味
を
付
け
加
え
る
に
用
い
ら
れ
、
他
の
動
詞
群
で
は
義
務
的
に
加
え
ら
れ
て
そ
の
 
 

加
え
ら
れ
た
形
が
通
常
の
命
令
表
現
に
な
る
と
い
う
分
布
の
し
か
た
は
、
活
用
の
型
に
よ
る
活
用
形
の
形
態
の
違
い
と
し
て
は
特
殊
 
 

な
あ
り
よ
う
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

た
だ
し
、
［
上
一
段
・
下
一
段
・
上
二
段
・
下
二
段
・
サ
変
］
 
の
グ
ル
ー
プ
に
義
葡
的
に
つ
く
ヨ
が
、
平
安
時
代
以
後
、
活
用
語
 
 

尾
と
し
て
終
助
詞
ヨ
と
は
別
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
用
例
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
 
 

い
。
富
士
谷
成
幸
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
で
「
跳
属
（
あ
つ
ら
へ
の
た
ぐ
ひ
）
」
 
の
ヨ
の
説
明
の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
 
 

○
ま
た
、
［
よ
よ
］
 
と
い
ふ
脚
結
あ
り
。
上
つ
代
望
一
一
口
葉
な
り
。
『
玉
葉
』
 
に
も
あ
れ
ど
、
こ
こ
に
言
は
ず
。
（
巻
一
新
桂
一
五
九
 
 
 

江
（
1
）
 
 
 

頁
）
 
 

こ
の
ヨ
ヨ
に
つ
い
て
、
中
田
祝
夫
・
竹
岡
正
夫
『
あ
ゆ
ひ
抄
新
注
』
（
一
九
六
〇
）
 
は
、
頭
注
で
次
の
二
例
を
そ
の
用
例
と
し
て
挙
 
 

げ
て
い
る
。
 
 

・
ほ
と
と
ぎ
す
都
へ
行
か
ば
た
ち
帰
り
今
釆
ぬ
べ
し
と
妹
に
告
げ
封
よ
封
（
家
持
集
 
九
六
）
 
 

・
泣
き
嘆
き
さ
も
人
恋
ひ
て
な
が
め
し
と
思
ひ
出
で
封
旦
夕
暮
の
空
（
玉
葉
和
歌
集
一
四
六
三
）
 
 

右
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
、
下
二
段
活
用
動
詞
の
通
常
の
命
令
形
「
告
げ
よ
」
「
思
ひ
出
で
よ
」
 
に
更
に
終
助
詞
ヨ
が
付
い
た
形
と
 
 

解
釈
で
き
る
。
『
家
持
集
』
は
、
い
わ
ゆ
る
歌
仙
家
集
の
一
つ
で
、
家
持
の
実
作
と
は
信
じ
難
く
、
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
 
の
一
亨
っ
よ
う
な
 
 

「
上
つ
代
の
吉
葉
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
『
玉
葉
和
歌
集
』
 
の
例
 
（
作
者
は
道
義
門
院
）
 
も
鎌
倉
後
期
の
も
の
で
あ
る
。
加
 
 

う
る
に
、
韻
律
上
の
要
請
で
時
に
 
（
通
常
の
言
語
表
現
と
し
て
は
）
 
不
自
然
な
表
現
も
あ
り
得
る
和
歌
の
例
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
 
 

は
例
外
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
表
現
も
、
家
持
の
和
歌
と
信
じ
ら
れ
、
或
い
は
勅
撰
歌
 
 

集
に
採
録
さ
れ
る
だ
け
の
そ
れ
な
り
の
評
価
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
全
く
の
誤
っ
た
表
現
と
は
考
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
 
 

の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
少
な
く
と
も
（
歌
仙
家
集
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
）
 
平
安
時
代
中
期
以
降
、
［
上
一
段
・
下
一
段
・
上
二
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段
・
下
二
段
・
サ
変
］
 
の
グ
ル
ー
プ
に
義
務
的
に
つ
く
ヨ
が
、
活
用
語
尾
と
し
て
、
終
助
詞
ヨ
と
は
別
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
 
 

に
な
っ
て
い
た
と
見
得
る
根
拠
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

3
 
上
代
の
命
令
形
 
 

平
安
時
代
の
特
異
な
命
令
形
の
形
態
の
あ
り
よ
う
は
、
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
木
節
で
は
一
つ
前
 
 

の
時
代
に
お
け
る
命
令
形
の
婆
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

前
節
の
末
尾
に
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
を
引
き
合
い
に
出
し
た
が
、
同
じ
「
訊
」
 
の
ヨ
の
項
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
 
 

‥
＝
ま
た
、
靡
あ
る
言
葉
の
日
に
 
［
よ
］
文
字
を
受
け
ず
し
て
誹
へ
た
る
言
葉
上
つ
代
に
は
あ
り
。
中
音
よ
り
後
は
い
た
り
て
ま
れ
 
 
 

な
り
。
『
桜
人
』
に
 
「
そ
の
舟
ち
ぢ
め
」
と
い
へ
る
頼
な
り
。
（
巻
一
新
建
一
五
九
頁
）
 
 

こ
れ
は
平
安
時
代
に
は
義
務
的
に
ヨ
が
付
く
グ
ル
ー
プ
の
動
詞
命
令
形
に
も
、
上
代
に
は
ヨ
を
伴
わ
な
い
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
 
 

た
も
の
で
あ
る
。
挙
げ
ら
れ
て
い
る
催
馬
楽
「
桜
人
」
 
の
例
は
次
の
と
お
り
。
 
 

．
桜
人
そ
の
舟
山
㌔
茹
々
女
〕
 
島
つ
田
を
十
町
つ
く
れ
る
見
て
帰
り
乗
む
や
そ
よ
や
明
日
帰
り
釆
む
そ
よ
や
 
 
 

…
 
（
大
系
三
九
六
頁
）
 
 

原
文
「
知
々
女
」
は
、
「
と
ど
め
」
 
の
転
靴
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
下
二
段
動
詞
で
ヨ
を
伴
わ
な
い
命
令
の
例
 
 

と
な
る
。
 
 
 

以
下
、
請
書
に
報
告
さ
れ
、
ま
た
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
同
様
の
例
を
挙
げ
る
。
 
 

・
笹
葉
に
 
打
つ
や
震
の
 
た
し
だ
し
に
 
ゐ
寝
て
む
後
は
 
人
は
離
（
か
）
ゆ
と
も
 
う
る
は
し
と
 
さ
寝
し
さ
濱
て
ば
 
刈
薦
 
 
 

の
 
乱
れ
ば
乱
抽
〔
美
陀
礼
〕
 
ざ
摂
し
さ
寝
て
ば
 
（
古
事
記
 
允
恭
天
皇
 
大
系
二
九
三
貢
）
 
 

・
新
栄
（
あ
ら
さ
か
）
 
の
 
神
の
御
酒
を
 
倒
」
瑠
「
刷
〔
多
義
〕
と
 
言
ひ
け
ば
か
も
よ
 
我
が
酔
ひ
に
け
む
 
（
常
陸
国
風
土
 
 
 

記
 
大
系
六
九
頁
）
 
 

・
人
の
身
は
 
得
難
く
あ
れ
ば
 
法
（
の
り
）
 
の
為
（
た
）
 
の
 
よ
す
が
と
な
れ
り
 
矧
圃
〔
都
止
米
〕
も
ろ
も
ろ
 
進
め
も
ろ
も
 
 

33   



平安時代における「命令形」の成立  111   

ろ
 
（
仏
足
石
歌
 
大
系
二
四
五
頁
）
 
 

・
よ
き
人
の
 
よ
し
と
よ
く
見
て
 
よ
し
と
言
ひ
し
 
吉
野
よ
く
見
よ
 
よ
き
人
よ
く
削
コ
H
笥
〔
三
〕
 
（
万
葉
集
 
巻
一
二
七
）
 
 

‥
＝
鶉
が
鳴
く
 
吾
妻
の
国
の
 
御
軍
（
み
い
く
さ
）
を
 
召
し
拾
ひ
て
 
ち
は
や
ぶ
る
 
人
を
和
 
（
や
は
）
 
せ
と
 
ま
つ
ろ
は
 
 

ぬ
 
国
を
樹
圃
〔
治
〕
と
（
一
に
云
ふ
、
掃
へ
と
）
 
皇
子
（
み
こ
）
な
が
ら
 
任
（
ま
）
け
給
へ
ば
 
…
霞
霜
の
 
消
（
け
）
 
 

な
ば
消
ぬ
べ
く
 
行
く
烏
の
 
あ
ら
そ
ふ
は
し
に
（
一
に
云
ふ
、
朝
霜
の
消
な
ば
潮
一
司
〔
消
〕
と
ふ
に
う
つ
せ
み
と
争
ふ
は
し
 
 
 

に
）
 
…
 
（
万
葉
集
 
巻
ニ
ー
九
九
）
 
 

・
垣
越
ゆ
る
 
犬
呼
び
こ
し
て
 
鳥
帯
（
と
が
り
）
す
る
君
 
青
山
の
 
し
げ
き
山
辺
に
 
局
側
叫
〔
安
〕
君
 
（
万
葉
集
 
巻
七
 
 

一
二
八
九
）
 
 

・
ま
す
ら
を
が
 
伏
し
居
嘆
き
て
 
造
り
た
る
 
し
だ
り
柳
の
 
か
づ
ら
嘲
〔
為
〕
吾
味
（
わ
ぎ
も
）
 
（
万
葉
集
 
巻
一
〇
一
九
 
 
 

二
四
）
 
 

・
我
が
や
ど
の
 
尾
花
お
し
な
べ
 
置
く
露
に
 
手
樹
叫
〔
触
〕
わ
ぎ
も
こ
 
散
ら
ま
く
も
見
む
 
（
万
葉
集
 
巻
一
〇
 
二
一
七
 
 
 

二
）
 
 

‥
つ
つ
つ
に
は
 
逢
ふ
よ
し
も
な
し
 
夢
に
だ
に
 
問
無
く
凰
封
〔
見
〕
君
 
恋
に
死
ぬ
ぺ
し
 
（
万
葉
集
 
巻
二
 
二
五
四
四
）
 
 

‥
フ
た
て
異
（
け
）
 
に
 
心
い
ぶ
せ
し
 
辛
計
（
こ
と
は
か
り
）
 
よ
く
増
〔
為
〕
わ
が
背
子
 
逢
へ
る
 
時
だ
に
 
（
万
葉
集
 
巻
 
 

一
二
 
二
九
四
九
）
 
 

・
足
柄
（
あ
し
が
り
）
 
の
 
崖
（
ま
ま
）
 
の
小
菅
の
 
菅
枕
 
何
故
（
あ
ぜ
）
か
巻
か
さ
む
 
子
ろ
咄
〔
勢
〕
手
（
た
）
枕
 
（
万
 
 

葉
集
 
巻
一
四
 
三
三
六
九
）
 
 

・
麻
苧
（
あ
さ
を
）
ら
を
 
麻
筐
（
を
け
）
 
に
多
（
ふ
す
さ
）
 
に
 
寮
（
う
）
ま
ず
と
も
 
明
日
着
せ
さ
め
や
 
い
ざ
咄
〔
西
〕
小
 
 

床
に
 
（
万
葉
集
 
巻
一
四
 
三
田
八
四
）
 
 

・
大
伴
の
 
遠
つ
神
祖
（
か
む
お
や
）
 
の
 
お
く
つ
き
は
 
し
る
く
標
（
し
め
）
笥
〔
多
皇
〕
 
人
の
知
る
べ
く
（
万
葉
集
 
巻
 
 

一
入
 
四
〇
九
六
）
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（
万
葉
集
 
巻
一
 
 
 

・
鵜
川
立
て
 
取
ら
さ
む
鮎
の
 
其
（
し
）
 
が
鱒
（
は
た
）
 
は
 
我
に
か
き
向
け
 
〔
無
気
〕
 
思
ひ
し
思
は
ば
 
 

九
 
四
一
九
こ
 
 

・
渋
渓
（
し
ぶ
た
に
）
を
 
指
し
て
わ
が
行
く
 
こ
の
浜
に
 
月
（
つ
く
）
よ
飽
き
て
む
 
馬
暫
（
し
ま
）
し
劃
叫
〔
停
息
〕
 
（
万
 
 
 

葉
集
 
巻
一
九
 
四
二
〇
六
）
 
 

・
此
の
幸
い
ぎ
せ
〔
世
〕
と
誘
（
い
ぎ
な
）
 
ふ
に
よ
り
て
 
（
続
日
本
紀
 
巻
二
〇
 
孝
謙
天
皇
天
平
宝
字
元
年
七
月
）
 
 

・
し
な
が
ど
る
 
や
 
猪
名
（
ゐ
な
）
 
の
藻
に
 
あ
い
そ
 
入
る
舟
の
 
舵
（
か
ぢ
）
よ
く
劃
射
也
〔
万
加
世
〕
 
舟
傾
く
な
 
舟
 
 
 

偉
く
な
 
（
神
楽
歌
 
し
な
が
鳥
 
大
系
三
一
四
貢
）
 
 

・
揺
す
り
上
げ
よ
 
そ
そ
り
月
明
〔
安
介
〕
 
そ
そ
り
上
げ
よ
 
揺
す
り
月
明
〔
安
介
〕
 
（
神
楽
歌
 
早
歌
 
大
系
三
三
六
頁
）
 
 

・
遠
方
（
を
ち
か
た
）
 
や
 
彼
の
方
や
 
安
達
の
原
に
 
立
た
る
幹
（
か
ら
）
 
に
 
立
た
る
幹
に
 
植
わ
る
幹
に
 
己
 
（
お
の
）
 
を
 
 
 

似
寄
す
る
 
さ
寝
（
ぬ
）
と
し
な
く
に
 
寄
せ
ば
笥
〔
与
勢
〕
 
寄
せ
ば
習
〔
与
勢
〕
 
よ
そ
ふ
る
人
の
 
憎
か
ら
な
く
に
 
 
 

（
風
俗
歌
 
遠
方
 
大
系
四
三
四
頁
）
 
 

・
は
中
子
ど
も
 
小
舟
（
を
ぶ
ね
）
さ
し
習
 
か
の
見
ゆ
る
 
島
楓
の
蓮
（
は
ち
す
）
 
折
ら
ま
く
も
ほ
し
 
（
堀
川
院
御
時
青
 
 
 

首
和
歌
）
 
 

異
訓
や
異
説
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
こ
こ
で
一
々
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
余
裕
が
な
い
。
問
題
が
あ
り
得
る
こ
と
を
含
ん
だ
上
で
 
 

論
を
進
め
て
い
き
た
い
。
以
上
の
用
例
に
見
ら
れ
る
動
詞
は
、
次
の
よ
う
に
下
二
段
動
詞
の
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
 
 
 

下
二
段
 
…
 
消
（
け
）
、
向
け
、
上
げ
、
飲
（
た
）
げ
、
任
せ
、
寄
せ
、
立
て
、
止
 
（
ち
ぢ
）
 
め
、
努
め
、
止
め
、
休
め
、
治
 
 

め
、
見
え
、
触
れ
、
乱
れ
、
 
 
 

上
一
段
 
…
 
見
 
（
み
）
、
 
 
 

サ
 
変
 
…
 
せ
、
 
 
 

ま
た
、
大
槻
文
彦
『
広
日
本
文
典
別
記
』
 
に
は
、
更
に
次
の
二
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
五
九
～
六
〇
頁
）
。
 
 

・
上
卿
（
シ
ャ
ウ
ケ
イ
）
 
日
、
乗
（
礼
）
、
騎
二
三
廻
、
後
、
上
卿
日
、
下
（
オ
）
（
利
）
、
次
引
立
甫
殿
、
（
建
暦
御
記
 
下
 
交
易
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音
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

四
 
段
 
…
 
－
e
甲
 
 

上
一
段
 
…
 
1
i
甲
 
 

上
二
段
・
・
・
－
Ⅰ
乙
 
 

下
二
段
 
…
 
－
2
乙
 
 

上
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
 
 
 

御
馬
御
覧
粂
）
 
 

・
次
、
喚
笛
工
名
、
二
人
、
共
称
唯
、
副
命
、
琴
笛
相
和
、
（
註
＝
詞
云
、
美
許
止
宵
、
布
江
朝
披
l
嘲
）
 
（
儀
式
 
春
日
祭
）
 
 

右
二
例
も
大
槻
に
よ
れ
ば
ヨ
を
伴
わ
な
い
命
令
の
例
と
解
釈
で
き
、
だ
と
す
る
と
、
特
に
前
著
は
上
二
段
動
詞
の
認
め
て
珍
し
い
例
 
 

注
（
6
）
 
 

と
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
儀
式
化
さ
れ
た
慣
用
的
な
物
言
い
を
通
常
の
命
令
表
現
と
見
て
い
い
か
ど
う
か
に
筆
者
は
疑
問
を
持
つ
。
 
 
 

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
ヨ
を
伴
わ
な
い
命
令
形
の
例
が
、
上
代
語
の
一
段
二
一
段
・
サ
変
動
詞
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
代
の
 
 

よ
り
古
い
時
期
の
日
本
語
で
は
、
全
て
の
型
の
動
詞
が
単
独
で
命
令
を
表
現
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
終
助
詞
 
 

∃
の
付
加
は
、
全
て
の
動
詞
に
と
っ
て
任
意
的
で
あ
っ
た
時
代
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
そ
れ
で
は
、
そ
の
古
い
時
代
に
ぉ
い
て
、
例
え
ば
四
段
動
詞
命
令
形
と
下
二
段
動
詞
命
令
形
と
は
形
態
的
に
同
じ
で
あ
っ
 
 

た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
周
知
の
と
お
り
上
代
特
殊
仮
名
達
の
甲
乙
の
違
い
が
あ
る
行
で
は
、
次
の
よ
う
な
活
用
語
尾
母
 
 

と
い
う
分
布
が
成
り
立
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

四
 
段
 
…
 
 

上
一
段
 
…
 
 

下
一
段
 
…
 
 

上
二
段
 
…
 
 

下
二
段
 
…
 
 ・

・
・
・
（
ヨ
）
 
 

－
・
1
ヨ
 
 
 

ケ
ヨ
 
 
 

ー
1
・
1
ヨ
 
 

ー
 
e
ヨ
 
 

力
 
変
 
…
 
コ
乙
 
 
 

サ
 
変
 
…
 
セ
 
 
 

ナ
 
変
 
…
 
ネ
 
 
 

ラ
 
変
 
…
 
レ
 
 

音
韻
体
系
の
変
化
に
よ
り
こ
れ
ら
の
差
異
を
失
う
に
伴
っ
て
、
 
 

［
任
意
的
］
 
 
ヵ
 
変
 
…
 
コ
 
（
∃
）
 
 

［
義
務
的
］
 
 
サ
 
変
 
…
 
セ
ヨ
 
 

［
義
務
的
】
 
 
ナ
 
変
 
…
 
ネ
 
（
ヨ
）
 
 

［
義
務
的
］
 
 
ラ
 
変
 
…
 
レ
 
（
∃
）
 
 

［
義
務
的
］
 
 

［
任
意
的
】
 
 

［
義
務
的
］
 
 

【
任
意
的
］
 
 

［
任
意
的
］
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坪 井 美 樹  

…
 
 

鵬
 
 
1
 
 

の
よ
う
な
中
央
語
ヨ
に
対
応
す
る
助
詞
と
し
て
の
用
法
と
解
釈
し
得
る
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
未
来
中
央
語
助
詞
ヨ
の
方
言
形
 
 

1
 
方
言
形
「
－
口
」
 
 

現
代
の
東
京
方
言
を
基
と
し
た
共
通
語
で
は
、
上
一
段
・
下
一
段
・
サ
変
の
命
令
形
語
尾
－
ロ
は
助
詞
と
し
て
の
用
法
を
持
た
ず
、
 
 

完
全
に
活
用
語
尾
の
一
部
と
化
し
て
い
る
。
こ
の
ロ
が
上
代
の
方
言
と
し
て
既
に
『
万
葉
集
』
 
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
 
 

い
る
。
そ
の
例
は
東
歌
■
防
人
歌
に
東
国
方
言
と
し
て
現
わ
れ
る
。
 
 

［
巻
一
四
 
東
歌
］
 
 

・
高
麗
（
こ
ま
）
錦
 
紐
解
き
放
 
（
さ
）
 
け
て
 
寝
（
ぬ
）
 
る
が
上
 
（
へ
）
 
に
 
何
（
あ
）
 
ど
為
（
せ
）
 
ろ
 
〔
世
呂
）
 
と
か
も
 
あ
 
 
 

や
に
愛
（
か
な
）
 
し
き
 
（
三
四
六
五
 
未
勘
国
相
聞
往
来
歌
）
 
 

■
岡
に
寄
せ
 
我
が
刈
る
か
や
の
 
さ
ね
か
や
の
 
ま
こ
と
柔
（
な
ご
）
や
は
 
習
〔
祢
呂
〕
と
へ
な
か
も
 
（
三
四
九
九
 
未
 
 
 

勘
国
相
聞
往
来
歌
）
 
 

・
白
雲
の
 
絶
え
に
し
妹
（
い
も
）
を
 
何
（
あ
）
ぜ
せ
割
〔
西
呂
〕
 
と
 
心
に
乗
り
て
 
こ
こ
ば
か
な
し
け
 
（
三
五
一
七
 
未
 
 
 

勘
国
相
聞
往
来
歌
）
 
 

［
巻
二
〇
 
防
人
歌
］
 
 

・
草
枕
 
旅
の
丸
寝
の
 
紐
絶
え
ば
 
我
（
あ
）
が
手
と
笥
〔
都
気
呂
〕
 
こ
れ
の
針
（
は
る
）
持
し
 
（
四
四
二
〇
 
武
蔵
 
 
 

国
防
人
歌
）
 
 
 

こ
の
上
代
東
国
方
言
の
ロ
が
、
現
代
語
と
同
じ
よ
う
に
活
用
語
尾
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
は
、
中
央
語
の
ヨ
と
同
じ
よ
う
に
助
詞
で
 
 

あ
っ
た
か
は
、
第
一
に
、
前
節
で
挙
げ
た
『
万
葉
集
』
 
≡
三
六
九
番
、
三
四
八
四
番
の
歌
の
よ
う
に
、
東
歌
に
も
ヨ
も
ロ
も
伴
わ
な
 
 

い
例
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
第
二
に
、
 
 

・
松
が
浦
に
 
軽
ゑ
群
（
う
ら
）
立
ち
 
ま
人
吉
 
思
ほ
す
な
も
割
 
我
が
思
（
も
）
ほ
の
す
も
 
（
万
葉
集
 
巻
一
四
 
三
五
五
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で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
が
有
力
で
あ
る
。
 
 
 

平
安
時
代
以
後
に
こ
の
某
国
方
言
形
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
、
資
料
が
な
く
て
不
明
な
点
が
多
い
。
近
世
に
至
る
ま
で
、
わ
 
 

ず
か
に
中
世
『
塵
袋
』
 
に
、
坂
東
の
人
間
が
言
葉
の
末
に
ロ
を
付
け
る
こ
と
を
言
い
、
セ
ロ
と
い
う
サ
変
の
例
を
挙
げ
て
い
る
の
が
 
 

知
ら
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
 
 
 

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
犬
文
典
』
で
は
、
命
令
形
－
ロ
を
東
国
方
言
と
し
て
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、
肥
前
・
肥
 
 

後
・
筑
後
地
方
の
方
言
と
し
て
ミ
ロ
、
セ
ロ
、
ア
ゲ
ロ
、
キ
ロ
、
ア
ビ
ロ
な
ど
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
 
 

の
九
州
方
言
の
状
況
に
も
一
致
し
、
上
代
に
も
『
万
葉
集
』
「
筑
前
国
の
志
賀
の
白
水
郎
の
歌
十
首
」
 
の
中
に
、
 
 

・
荒
堆
ら
は
 
華
子
（
め
こ
）
 
の
な
り
を
ば
 
恩
は
ず
身
〔
呂
〕
 
年
の
八
年
（
や
と
せ
）
を
 
待
て
ど
 
来
ま
さ
ぬ
 
（
巻
〓
ハ
 
 
 

≡
八
六
五
）
 
 

の
よ
う
な
助
詞
ロ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
九
州
地
方
方
言
に
も
東
国
と
同
じ
よ
う
な
－
ロ
の
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
 
 

わ
れ
る
。
 
 
 

近
世
の
東
国
語
・
江
戸
語
資
料
に
見
ら
れ
る
一
口
は
、
既
に
命
令
形
の
活
用
語
尾
と
化
し
去
っ
て
お
り
、
助
詞
と
し
て
の
用
法
の
 
 

痕
跡
を
残
す
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
い
つ
の
時
代
に
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
現
時
点
で
は
確
言
し
よ
う
が
な
い
が
、
－
ル
・
 
 

－
レ
の
添
加
語
尾
 
（
富
士
谷
成
章
の
言
う
「
廉
」
）
 
を
持
つ
動
詞
グ
ル
ー
プ
の
活
用
語
尾
と
し
て
は
、
同
じ
ラ
行
書
の
ロ
は
ヨ
よ
り
 
 

も
形
藤
的
に
な
じ
み
や
す
い
形
で
は
あ
っ
た
。
 
 
 

木
桶
で
は
平
安
時
代
の
中
央
語
の
命
令
形
成
立
を
考
え
る
こ
と
と
し
、
方
言
形
－
ロ
自
体
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
 
 

既
に
知
ら
れ
て
い
る
事
実
の
指
摘
に
止
め
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
後
考
を
期
し
た
い
。
 
 
 

5
 
活
用
起
源
論
と
の
関
連
 
 

本
稿
は
平
安
時
代
に
お
け
る
動
詞
命
令
形
の
あ
り
よ
う
を
考
察
す
る
の
が
目
的
で
、
活
用
起
源
論
と
し
て
命
令
形
の
成
立
を
論
ず
 
 

る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
本
稿
の
基
本
的
な
考
え
方
に
関
わ
る
範
囲
で
、
大
野
晋
 
〓
九
五
三
・
山
九
五
五
・
一
九
七
八
・
一
九
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樹
 
 

莫
 
 

井
 
 

坪
 
 

1（婚  

琵
（
7
）
 
 

八
二
）
、
川
端
善
明
 
（
一
九
七
九
）
、
山
口
佳
紀
（
一
九
八
五
）
 
の
命
令
形
起
源
説
を
め
ぐ
り
、
二
三
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
 
 
 

大
野
 
（
一
九
七
八
）
 
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
 
 
 

…
四
段
活
用
は
ご
く
最
近
で
こ
そ
「
行
ケ
ヨ
」
と
か
、
「
書
ケ
ヨ
」
と
か
命
令
形
の
う
し
ろ
に
ヨ
を
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
 
 
 

も
、
四
段
活
用
は
文
献
あ
っ
て
以
来
、
千
年
に
わ
た
っ
て
動
詞
の
「
書
ケ
」
だ
け
で
命
令
を
表
わ
し
て
き
た
。
「
行
ケ
」
と
か
「
咲
 
 
 

ケ
」
と
か
「
読
メ
」
と
か
、
こ
の
形
だ
け
で
命
令
を
表
わ
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
命
令
形
の
形
が
す
で
に
そ
の
な
か
に
a
と
い
う
 
 
 

感
動
詞
を
含
ん
で
い
た
か
ら
で
、
感
動
詞
を
含
ん
で
成
立
し
た
 
「
行
ケ
」
 
「
読
メ
」
と
い
う
形
な
の
だ
か
ら
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
 
 
 

同
じ
感
動
詞
ヨ
な
ど
を
つ
け
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
…
（
二
〇
六
頁
）
 
 

こ
の
記
述
は
事
実
と
し
て
不
正
確
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
四
段
動
詞
の
命
令
形
が
起
源
的
に
感
動
詞
を
含
む
と
し
て
も
 
［
大
野
は
、
 
 

連
用
形
－
i
甲
＋
感
動
詞
a
－
母
音
縮
約
－
2
甲
、
と
考
え
る
］
、
「
千
年
に
わ
た
っ
て
」
そ
の
こ
と
の
記
憶
が
生
き
続
け
た
は
ず
は
 
 

な
い
っ
 
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
共
時
的
体
系
の
な
か
で
、
或
る
意
義
を
担
っ
て
形
腰
的
差
異
が
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
 
 

る
。
」
本
稿
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
お
け
る
命
令
形
の
形
態
分
布
の
意
義
は
、
ま
ず
は
そ
の
起
源
と
別
に
そ
の
時
代
の
活
用
体
系
の
 
 

中
で
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

川
端
 
〓
九
七
九
）
 
も
、
大
野
と
同
じ
よ
う
に
命
令
形
の
起
源
を
連
用
形
に
間
投
的
要
素
が
付
加
（
介
在
）
 
し
て
成
立
し
た
も
の
 
 

と
考
え
る
。
た
だ
し
、
本
稿
第
3
節
に
列
挙
し
た
よ
う
な
ヨ
を
伴
わ
な
い
一
段
二
一
段
・
サ
密
命
令
表
現
を
、
大
野
が
連
用
形
を
そ
 
 

の
ま
ま
用
い
た
古
形
と
認
め
る
の
に
対
し
、
川
端
は
「
命
令
の
環
境
が
そ
れ
に
前
提
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
」
「
体
言
的
に
提
 
 

示
さ
れ
た
こ
と
が
ら
が
命
令
の
内
容
で
あ
り
得
」
た
例
と
見
る
の
で
あ
る
 
（
三
一
二
頁
）
。
こ
れ
ら
の
例
は
 
「
古
く
連
用
形
自
体
が
 
 

命
令
表
現
に
立
っ
て
い
た
こ
と
の
端
的
な
証
拠
で
あ
っ
た
り
、
或
い
は
ま
た
そ
の
通
有
で
あ
っ
た
り
す
る
」
よ
う
に
理
解
し
て
は
な
 
 

ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
う
 
（
三
一
七
頁
）
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
例
の
存
在
を
も
っ
て
、
∃
が
か
つ
て
あ
ら
ゆ
る
動
詞
命
令
表
現
 
 

に
と
っ
て
任
意
的
で
あ
っ
た
と
す
る
本
稿
の
想
定
は
、
川
端
の
考
え
か
ら
は
認
め
が
た
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

山
口
 
（
一
九
八
五
）
 
の
活
用
起
源
論
も
、
前
二
者
と
基
本
的
な
方
法
に
お
い
て
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
山
口
は
、
四
段
活
用
 
 

命
令
形
の
起
源
に
つ
い
て
 
「
付
属
辞
が
接
し
た
と
す
る
考
え
方
に
は
無
理
が
あ
る
」
と
し
て
、
母
曹
交
替
に
よ
る
命
令
形
の
成
立
を
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考
え
る
。
そ
し
て
、
な
ぜ
母
音
交
替
が
起
き
た
か
と
い
う
に
「
命
令
法
が
一
定
の
ヨ
昌
d
と
し
て
確
立
さ
れ
る
為
に
は
、
連
用
形
と
 
 

は
別
個
の
形
態
で
表
現
さ
れ
る
必
要
」
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
≡
三
六
頁
）
。
こ
の
説
そ
の
も
の
の
正
否
は
本
稿
で
論
じ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
（
 

8
）
 
 

得
る
も
の
で
は
な
い
が
、
会
腑
は
、
或
る
文
法
的
機
能
を
示
す
た
め
に
形
態
も
独
自
の
形
態
を
取
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
〉
と
い
 
 

う
基
本
的
な
考
え
方
は
、
筆
者
（
坪
井
）
も
有
効
な
作
業
仮
説
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
も
、
上
代
か
ら
平
安
時
代
へ
と
い
う
時
代
 
 

の
流
れ
の
中
で
、
命
令
と
い
う
機
能
を
は
た
す
た
め
に
動
詞
は
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
っ
た
か
、
そ
し
て
ま
た
、
動
詞
の
活
用
の
塾
 
 

に
よ
っ
て
異
な
る
命
令
形
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
は
、
ど
の
よ
う
な
弁
別
の
楔
能
を
担
っ
た
の
か
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

6
 
結
論
－
形
態
の
示
差
性
の
観
点
か
ら
 
 

そ
の
起
源
が
ど
う
で
あ
れ
、
一
た
び
或
る
文
法
的
機
能
を
動
詞
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
形
態
が
独
白
的
で
あ
れ
ば
 
 

独
自
的
で
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
文
法
的
躁
能
を
明
瞭
に
示
し
得
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
複
数
の
活
用
の
型
が
存
在
し
、
例
え
ば
、
 
 

立
 
つ
＝
・
四
 
段
－
自
動
詞
 
 

立
て
る
…
下
一
段
－
他
動
詞
 
 

の
よ
う
な
形
態
的
対
立
に
よ
る
棟
能
分
担
が
あ
る
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
の
型
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
形
が
異
な
る
形
態
 
 

を
と
る
ほ
う
が
伝
達
上
便
利
な
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
活
用
の
型
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
形
が
異
な
る
形
態
を
と
っ
て
 
 

注
（
9
）
 
 

そ
の
独
自
性
を
示
す
と
い
う
性
質
を
「
形
態
の
示
差
性
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
坪
井
二
九
九
〇
）
 
は
、
平
安
時
代
か
ら
現
代
へ
 
 

か
け
て
の
動
詞
活
用
体
系
の
変
遷
を
、
活
用
の
型
を
減
少
・
単
純
化
す
る
と
同
時
に
形
態
の
示
差
性
を
増
大
さ
せ
る
動
き
と
し
て
規
 
 

定
し
た
。
同
様
に
形
態
の
示
差
性
の
観
点
か
ら
上
代
よ
り
平
安
時
代
へ
か
け
て
の
流
れ
を
見
る
と
ど
う
な
る
か
。
活
用
体
系
全
体
の
 
 

流
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
す
る
こ
と
に
し
て
、
本
稿
で
は
命
令
形
に
取
っ
て
論
じ
た
い
。
 
 
 

ま
ず
現
代
語
で
考
え
て
、
「
立
て
ー
・
」
と
い
う
命
令
と
「
立
て
ろ
ー
・
」
と
い
う
命
令
は
、
そ
の
伝
達
さ
る
べ
き
内
容
に
違
い
が
あ
 
 

り
、
そ
の
こ
と
は
形
態
上
に
明
瞭
で
あ
る
。
も
し
自
動
詞
・
他
動
詞
と
も
に
命
令
形
が
「
立
て
ー
・
」
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
形
態
の
 
 

示
差
性
は
減
少
す
る
。
こ
れ
が
平
安
時
代
に
は
、
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立
て
 
（
よ
）
 
［
任
意
的
］
…
四
 
段
1
自
動
詞
 
 

［
義
務
的
］
…
下
二
段
1
他
動
詞
 
 

立
て
よ
 
 

と
い
う
対
立
で
あ
っ
た
。
ヨ
の
有
無
が
活
用
の
塑
を
決
定
す
る
絶
対
的
な
基
準
に
は
な
ら
な
い
が
 
（
理
屈
と
し
て
は
、
ヨ
を
伴
わ
な
 
 

い
 
「
立
て
ー
・
」
と
い
う
形
が
現
わ
れ
る
時
の
み
一
義
的
に
文
法
的
意
味
が
決
定
し
得
る
）
、
実
際
の
運
用
上
は
、
こ
の
よ
う
な
対
立
 
 

で
も
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

で
は
、
弟
3
節
で
想
定
し
た
全
て
の
動
詞
に
∃
の
付
加
が
任
意
的
で
あ
っ
た
時
代
は
ど
う
な
る
か
。
「
立
つ
」
 
に
関
し
て
言
え
ば
、
 
 

自
動
詞
（
四
段
）
 
も
他
動
詞
 
（
下
二
段
）
 
も
形
態
上
の
差
異
が
な
く
な
り
、
形
態
の
示
差
性
は
最
も
小
さ
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
 
 

で
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
上
代
か
ら
平
安
時
代
へ
か
け
て
の
音
韻
体
系
の
変
化
で
あ
る
。
甲
乙
の
区
別
の
あ
る
行
 
 

で
言
え
ば
上
代
の
命
令
形
語
尾
は
、
 
 

四
 
段
 
…
 
－
e
甲
 
 
下
二
段
 
…
 
－
e
乙
 
 

上
一
段
‥
・
－
i
甲
 
 
力
 
変
 
…
 
コ
乙
 
 

上
二
段
 
…
 
－
i
乙
 
 

と
い
う
形
態
的
対
立
を
示
す
の
で
あ
り
、
右
の
限
り
の
活
用
の
型
で
は
全
て
が
異
な
る
形
態
を
と
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
形
態
の
 
 

示
差
性
の
最
も
大
き
な
状
態
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
 
 
 

こ
こ
で
、
一
つ
の
仮
説
を
導
入
し
た
い
。
文
献
資
料
に
残
る
甲
乙
の
別
は
、
イ
列
・
エ
列
に
お
い
て
は
カ
・
ガ
・
ハ
・
パ
・
マ
行
 
 

に
限
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
は
全
て
の
行
に
お
い
て
甲
乙
の
別
が
あ
っ
た
と
考
え
て
み
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
変
格
活
用
は
別
 
 

と
し
て
も
、
四
段
・
上
一
段
・
上
二
段
・
下
二
段
の
活
用
の
型
相
互
の
形
態
の
示
差
性
は
確
保
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
ヨ
の
有
 
 

無
は
任
意
的
な
表
現
上
の
問
題
で
あ
り
、
活
用
形
の
形
態
的
要
素
に
は
関
わ
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
甲
乙
の
別
の
 
 

漸
次
的
消
滅
と
い
う
音
韻
体
系
変
化
の
影
響
を
受
け
、
形
態
の
示
差
性
は
減
少
の
方
向
に
向
か
っ
た
。
も
し
、
単
純
に
甲
乙
の
別
が
 
 

な
く
な
っ
た
だ
け
で
そ
の
他
の
変
化
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
動
詞
命
令
形
は
次
の
よ
う
な
形
態
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
 
 

カ
 
変
 
…
 
コ
 
 

四
 
段
 
…
 
－
2
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し
か
し
、
こ
れ
で
は
形
態
の
示
差
性
が
小
さ
く
な
り
す
ぎ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
所
属
語
彙
が
多
く
、
と
り
わ
け
自
動
詞
・
他
動
 
 

詞
の
対
を
お
互
い
に
多
く
含
む
四
段
と
下
二
段
が
同
形
と
化
す
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
甲
乙
の
別
に
よ
る
形
腰
の
示
毒
 
 

性
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
連
体
形
・
巳
無
形
に
－
ル
・
－
レ
の
添
加
語
尾
を
と
る
一
段
二
一
段
・
サ
変
に
ヨ
が
固
定
的
に
添
加
さ
 
 

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
態
の
示
差
性
を
保
つ
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
 
（
カ
変
は
も
と
も
と
の
そ
の
形
態
の
独
 
 

自
性
ゆ
え
に
ヨ
の
付
加
が
任
意
的
で
あ
り
続
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ナ
変
・
ラ
変
は
形
態
的
に
四
段
に
環
推
さ
れ
た
も
の
で
あ
 
 

ろ
う
）
。
 
 
 

右
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
安
時
代
の
い
わ
ば
奇
妙
な
命
令
形
の
あ
り
よ
う
が
理
解
で
き
る
と
筆
者
（
坪
井
）
 
は
考
え
 
 

る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
形
態
の
示
羞
性
の
保
持
は
、
や
は
り
弥
縫
策
と
い
う
感
を
否
め
な
い
。
実
際
、
東
国
地
方
で
は
ー
 
 

ロ
は
助
詞
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
、
命
令
形
語
尾
専
用
に
な
っ
て
い
っ
た
し
、
中
央
語
で
は
、
－
ヨ
は
次
第
に
－
イ
と
な
っ
て
一
層
 
 

活
用
語
尾
化
し
、
形
態
的
に
も
助
詞
と
異
な
る
形
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

［
用
例
の
所
在
表
示
に
つ
い
て
］
 
 

・
「
大
系
0
0
頁
」
♪
あ
る
も
の
は
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
の
当
該
作
品
・
当
該
巻
を
収
め
る
巻
冊
の
ペ
ー
ジ
を
表
わ
す
。
「
催
馬
糞
」
「
仏
足
 
 
 

石
歌
」
「
神
楽
歌
」
「
風
俗
歌
」
は
同
大
系
『
古
代
歌
謡
集
』
 
の
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
 
 

■
そ
の
他
の
歌
集
に
収
め
ら
れ
た
短
歌
・
長
歌
の
群
に
示
さ
れ
た
数
字
は
国
歌
大
群
番
号
で
あ
る
。
 
 
 

上
一
段
 
…
 
－
i
 
 

上
二
段
 
…
 
⇒
i
 
 

下
一
段
 
…
 
ケ
 
 

下
二
段
 
…
 
－
e
 
 

ラ ナ サ   

変変 変  

レ ネ セ  
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［
注
］
 
 

（
1
）
 
本
稿
の
中
心
的
部
分
は
第
2
・
3
節
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
状
況
の
確
認
、
及
び
第
6
節
の
解
釈
の
提
示
に
あ
る
。
第
1
節
は
序
論
と
し
て
 
 

の
考
察
で
あ
り
、
第
4
・
5
節
は
補
説
と
し
て
簡
単
に
当
該
の
問
題
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

へ
2
）
 
文
献
名
の
下
の
括
弧
内
数
字
は
成
立
年
ま
た
は
刊
行
年
を
示
す
。
 
 

（
3
）
 
成
幸
や
春
庭
以
前
に
も
、
例
え
ば
、
賀
茂
真
淵
『
語
意
考
』
（
一
七
⊥
ハ
九
）
で
は
五
十
音
図
に
あ
て
は
め
た
そ
の
活
用
表
で
「
ゆ
け
」
「
な
け
」
 
 

に
「
令
行
」
 
「
令
鳴
」
と
傍
書
す
る
、
な
ど
原
始
的
な
《
命
令
形
V
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
 
 

（
4
）
 
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
の
引
用
本
文
は
、
原
本
の
表
記
を
再
現
す
る
の
が
難
し
い
の
で
『
あ
ゆ
ひ
抄
新
注
』
の
表
記
に
よ
っ
て
示
す
。
 
 

（
5
）
 
［
 
］
 
内
は
原
表
記
。
以
下
同
じ
。
 
 

（
6
）
 
そ
の
他
次
の
よ
う
な
例
は
、
こ
こ
で
は
挙
げ
て
い
な
＝
㌦
 
 

回
『
語
法
指
南
』
三
一
貫
に
「
早
ク
幸
二
居
（
ス
）
劃
」
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
用
例
の
出
所
に
つ
い
て
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
 
 

㈲
「
宮
人
の
脚
結
（
あ
ゆ
ひ
）
 
の
小
鈴
落
ち
に
き
と
宮
人
と
よ
む
里
人
も
嘲
圃
」
（
古
事
記
 
大
系
二
九
五
頁
）
 
の
よ
う
な
「
ゆ
め
」
を
動
 
 

詞
「
忍
 
（
ゆ
）
 
む
」
 
の
命
令
形
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
と
ら
な
い
。
 
 

回
「
伊
香
保
ろ
に
夫
妻
い
継
ぎ
か
ぬ
ま
づ
く
人
を
お
た
は
ふ
い
ざ
寝
∪
叫
と
ら
」
（
万
葉
集
 
巻
一
四
 
三
四
〇
九
）
 
の
よ
う
な
シ
メ
に
つ
い
 
 

て
は
、
助
動
詞
の
例
で
あ
り
、
対
立
す
べ
き
シ
メ
ヨ
の
形
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
特
殊
性
も
あ
り
、
な
お
後
考
を
期
す
こ
と
に
し
て
こ
 
 

こ
で
は
省
略
し
た
。
 
 

（
7
）
 
大
野
（
一
九
五
三
）
‥
・
大
野
晋
「
日
本
語
の
動
詞
の
活
用
形
の
起
源
に
つ
い
て
」
『
国
語
と
国
文
学
』
三
〇
巻
6
号
 
 

大
野
〓
九
五
五
）
‥
・
大
野
晋
『
万
葉
集
大
成
6
言
語
篇
』
 
 

大
野
 
（
一
九
七
人
）
…
大
野
晋
『
日
本
語
の
文
法
を
考
え
る
』
 
 

大
野
（
一
九
八
一
〒
＝
大
野
背
『
仮
名
遣
と
上
代
語
』
 
 

川
端
〓
九
七
九
）
…
川
端
薯
明
『
活
用
の
研
究
1
』
 
 

山
口
 
（
山
九
八
五
）
…
山
口
佳
紀
『
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』
 
 

（
8
）
 
山
口
の
基
本
的
な
考
え
方
及
び
母
音
交
替
を
も
っ
て
す
る
説
明
に
対
し
て
は
、
柳
田
征
司
『
音
節
脱
落
・
転
成
・
同
化
の
原
理
』
 
（
一
九
八
 
 

四
）
 
に
批
判
が
あ
る
。
 
 

（
9
）
 
坪
井
二
九
九
〇
）
…
坪
井
美
樹
「
終
止
形
連
体
形
統
合
と
一
一
段
活
用
の
一
段
化
」
筑
波
大
学
『
文
芸
言
語
研
究
1
9
 
言
語
篇
』
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